
山
梨
県
公
報

第
二
千
六
百
十
四
号
　
　
平
成
二
十
八
年
六
月
二
十
日

五
八
三



山
梨
県
公
報

第
二
千
六
百
十
四
号
　
　
平
成
二
十
八
年
六
月
二
十
日

五
八
四



山
梨
県
公
報

第
二
千
六
百
十
四
号
　
　
平
成
二
十
八
年
六
月
二
十
日

五
八
五



山
梨
県
公
報

第
二
千
六
百
十
四
号
　
　
平
成
二
十
八
年
六
月
二
十
日

五
八
六



山
梨
県
公
報

第
二
千
六
百
十
四
号
　
　
平
成
二
十
八
年
六
月
二
十
日

五
八
七



山
梨
県
公
報

第
二
千
六
百
十
四
号
　
　
平
成
二
十
八
年
六
月
二
十
日

五
八
八



山
梨
県
公
報

第
二
千
六
百
十
四
号
　
　
平
成
二
十
八
年
六
月
二
十
日

五
八
九



山
梨
県
公
報

第
二
千
六
百
十
四
号
　
　
平
成
二
十
八
年
六
月
二
十
日

五
九
〇



山
梨
県
公
報

第
二
千
六
百
十
四
号
　
　
平
成
二
十
八
年
六
月
二
十
日

五
九
一



山
梨
県
公
報

第
二
千
六
百
十
四
号
　
　
平
成
二
十
八
年
六
月
二
十
日

五
九
二



山
梨
県
公
報

第
二
千
六
百
十
四
号
　
　
平
成
二
十
八
年
六
月
二
十
日

五
九
三



公
安
委
員
会

山
梨
県
公
安
委
員
会
告
示
第
七
十
一
号

信
号
機
の
設
置
、
車
両
の
通
行
禁
止
、
制
限
そ
の
他
の
交
通
規
制
（
昭
和
四
十
九
年
山
梨
県
公
安
委

員
会
告
示
第
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
と
お
り
改
正
し
、
関
係
道
路
標
識
等
が
設
置
又
は
撤
去
さ
れ
た

日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
の
で
、
山
梨
県
道
路
交
通
法
施
行
細
則
（
昭
和
三
十
五
年
山
梨
県
公
安

委
員
会
規
則
第
七
号
）
第
四
条
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
八
年
六
月
二
十
日

山
梨
県
公
安
委
員
会

委
員
長

赤
　
　
岡
　
　
利
　
　
行

別
表
第
一
中

「

一
六
五
　
笛
吹
市
御
坂
町
成
田
二
、
一
二
四
番
　
成
田
南
　
　
　
　
平
成
二
四
年
二
月
二
日

地
二
先
（
市
道
同
士
の
十
字
路
交
差
　
　
　
　
　
　
　
　
告
示
第
一
〇
号

点
）

」

を「

一
六
五
　
削
除
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
成
二
八
年
六
月
二
〇
日

告
示
第
七
一
号

」

に
改
め
る
。

別
表
第
三
中

「

七
一
八
　
県
道
富
　
南
都
留
郡
富
士
河
口
湖
　
車
両
（

平
成
二
　
富
士
　
平
成
二
七
年
六
月
四

士
河
口
　
町
大
字
船
津
字
剣
丸
尾
　
路
線
バ
　
七
年
七
　
吉
田
　
日

湖
富
士
　
六
、
六
六
三
番
地
先
（

ス
、
大
　
月
一
〇
　

告
示
第
六
三
号

線
（
富
　
胎
内
洞
窟
入
口
交
差
点
　
型
バ
ス
　
日
一
七

士
ス
バ
　
）
か
ら
南
都
留
郡
鳴
沢
　
、
マ
イ
　
時
か
ら

ル
ラ
イ
　
村
大
字
富
士
山
八
、
五
　
ク
ロ
バ
　
平
成
二

ン
）

四
五
番
地
の
一
先
（
富
　
ス
、
タ
　
七
年
八

士
ス
バ
ル
ラ
イ
ン
終
点
　
ク
シ
ー
　
月
三
一

）
ま
で
の
間
（
二
四
、

、
ハ
イ
　
日
一
七

一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
）

ヤ
ー
、

時
ま
で

軽
車
両
　
の
間

、
下
山

車
両
、

指
定
車

、
許
可

車
、
身

体
障
害

者
等
乗

車
車
両

を
除
く

。）

」

を「

七
一
八
　
県
道
富
　
南
都
留
郡
富
士
河
口
湖
　
車
両
（

平
成
二
　
富
士
　
平
成
二
八
年
六
月
二

士
河
口
　
町
大
字
船
津
字
剣
丸
尾
　
路
線
バ
　
八
年
七
　
吉
田
　
〇
日

湖
富
士
　
六
、
六
六
三
番
地
先
（

ス
、
大
　
月
一
〇
　

告
示
第
七
一
号

線
（
富
　
胎
内
洞
窟
入
口
交
差
点
　
型
バ
ス
　
日
一
七

士
ス
バ
　
）
か
ら
南
都
留
郡
鳴
沢
　
、
マ
イ
　
時
か
ら

ル
ラ
イ
　
村
大
字
富
士
山
八
、
五
　
ク
ロ
バ
　
平
成
二

ン
）

四
五
番
地
の
一
先
（
富
　
ス
、
タ
　
八
年
八

士
ス
バ
ル
ラ
イ
ン
終
点
　
ク
シ
ー
　
月
三
一

）
ま
で
の
間
（
二
四
、

、
ハ
イ
　
日
一
七

一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
）

ヤ
ー
、

時
ま
で

軽
車
両
　
の
間

、
下
山

車
両
、

指
定
車

、
許
可

車
、
身

体
障
害

者
等
乗

車
車
両

山
梨
県
公
報

第
二
千
六
百
十
四
号
　
　
平
成
二
十
八
年
六
月
二
十
日

五
九
四



を
除
く

。）

」

に
改
め
る
。

別
表
第
十
中

「

五
、
四
九
九
　
県
道
山
　
南
都
留
郡
忍
野
村
内
野
一
九
六
番
地
　
一
　
富
士
　
平
成
二
八
年
四
月

中
湖
忍
　
一
先
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
田
　
一
一
日

野
富
士
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
告
示
第
四
一
号

吉
田
線

」

を「

五
、
四
九
九
　
県
道
山
　
南
都
留
郡
忍
野
村
内
野
一
九
六
番
地
　
一
　
富
士
　
平
成
二
八
年
四
月

中
湖
忍
　
一
先
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
田
　
一
一
日

野
富
士
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
告
示
第
四
一
号

吉
田
線

五
、
五
〇
〇
　
主
要
地
　
笛
吹
市
八
代
町
南
一
、
五
九
〇
番
地
　
二
　
笛
吹
　
平
成
二
八
年
六
月

方
道
甲
　
二
先
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
日

府
笛
吹
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
告
示
第
七
一
号

線

五
、
五
〇
一
　
市
道
　
　
甲
府
市
住
吉
四
丁
目
二
三
番
一
号
先
　
一
　
南
甲
　
平
成
二
八
年
六
月

府
　
　
二
〇
日

告
示
第
七
一
号

五
、
五
〇
二
　
町
道
　
　
南
巨
摩
郡
富
士
川
町
天
神
中
條
一
、

一
　
鰍
沢
　
平
成
二
八
年
六
月

〇
九
三
番
地
一
先
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
日

告
示
第
七
一
号

」

に
改
め
る
。

別
表
第
十
四
中

「

一
、
七
　
国
道
一
　
山
梨
市
北
字
片
瀬
二
　
五
一
六
　
　
　
車
両
（

四
〇
　
日
下
　
平
成
二
八

四
四
　
　
四
〇
号
　
、
二
二
五
番
地
一
号
　
　
　
　
　
　
　
原
付
・
　
　
　
　
部
　
　
年
四
月
一

先
か
ら
山
梨
市
北
字
　
　
　
　
　
　
　
け
ん
引
　
　
　
　
　
　
　
一
日

廻
り
田
一
、
一
一
三
　

②
③
を

告
示
第
四

番
地
先
ま
で
の
両
側
　
　
　
　
　
　
　
除
く
。

一
号

）

」

を「

一
、
七
　
国
道
一
　
山
梨
市
北
字
南
片
瀬
　
五
一
六
　
　
　
車
両
（

四
〇
　
日
下
　
平
成
二
八

四
四
　
　
四
〇
号
　
二
、
二
二
五
番
地
一
　
　
　
　
　
　
　
原
付
・
　
　
　
　
部
　
　
年
六
月
二

号
先
か
ら
山
梨
市
北
　
　
　
　
　
　
　
け
ん
引
　
　
　
　
　
　
　
〇
日

字
廻
り
田
一
、
一
一
　
　
　
　
　

②
③
を

告
示
第
七

三
番
地
先
ま
で
の
両
　
　
　
　
　
　
　
除
く
。

一
号

側
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

」

に
改
め
る
。

別
表
第
十
六
中

「

九
、
〇
八
〇
　
　
町
　
道
　
東
八
代
郡
石
和
町
広
瀬
一
、
三
七
四
　
石
　
和
　
平
九
・
二
・
二
四

番
地
の
一
二
先
（
セ
ブ
ン
ツ
ー
ゴ
ル
　
　
　
　
　
告
示

フ
西
側
・
北
進
車
両
）

第
一
三
号

」

を「

九
、
〇
八
〇
　
　
国
道
二
　
笛
吹
市
石
和
町
広
瀬
一
、
三
七
四
番
　
笛
吹
　
　
平
成
二
八
年
六
月

〇
号
　
　
地
一
二
先
（
国
道
二
〇
号
へ
の
左
折
　
　
　
　
　
二
〇
日

導
流
部
・
北
進
車
両
）

告
示
第
七
一
号

」

に
、

「

二
、
〇
五
〇
　
　
市
　
道
　
塩
山
市
上
於
曽
六
八
番
地
（
志
村
方
　
塩
　
山
　
五
一
・
九
・
二
七

塩
の
山
　
畑
東
側
）

三
二
号

熊
野
線

山
梨
県
公
報

第
二
千
六
百
十
四
号
　
　
平
成
二
十
八
年
六
月
二
十
日

五
九
五



」

を「

二
、
〇
五
〇
　
　
市
道
塩
　
甲
州
市
塩
山
上
於
曽
六
九
番
地
一
二
　
日
下
部
　
平
成
二
八
年
六
月

の
山
熊
　
号
先
（
市
道
同
士
の
丁
字
路
交
差
点
　
　
　
　
　
二
〇
日

野
線
　
　
・
北
進
車
両
）

告
示
第
七
一
号

」

に
、

「

一
一
、
八
四
三
　
農
道
　
　
甲
州
市
勝
沼
町
山
一
、
六
五
六
番
地
　
日
下
部
　
平
成
二
八
年
四
月

一
先
（
県
道
と
農
道
と
の
十
字
路
交
　
　
　
　
　
一
一
日

差
点
・
南
進
車
両
）

告
示
第
四
一
号

」

を「

一
一
、
八
四
三
　
農
道
　
　
甲
州
市
勝
沼
町
山
一
、
六
五
六
番
地
　
日
下
部
　
平
成
二
八
年
四
月

一
先
（
県
道
と
農
道
と
の
十
字
路
交
　
　
　
　
　
一
一
日

差
点
・
南
進
車
両
）

告
示
第
四
一
号

一
一
、
八
四
四
　
市
道
　
　
笛
吹
市
八
代
町
南
一
、
五
九
二
番
地
　
笛
吹
　
　
平
成
二
八
年
六
月

一
先
（
県
道
と
市
道
と
の
丁
字
路
交

二
〇
日

差
点
・
南
進
車
両
）

告
示
第
七
一
号

一
一
、
八
四
五
　
市
道
　

笛
吹
市
石
和
町
広
瀬
一
、
一
九
五
番
　
笛
吹

平
成
二
八
年
六
月

地
一
四
八
先
（
市
道
同
士
の
丁
字
路

二
〇
日

交
差
点
・
北
進
車
両
）

告
示
第
七
一
号

一
一
、
八
四
六
　
農
道
　

甲
州
市
勝
沼
町
山
立
石
一
、
三
七
五
　
日
下
部
　
平
成
二
八
年
六
月

番
地
四
先
（
市
道
と
農
道
と
の
丁
字

二
〇
日

路
交
差
点
・
西
進
車
両
）

告
示
第
七
一
号

一
一
、
八
四
七
　
農
道
　

甲
州
市
勝
沼
町
山
二
、
一
八
七
番
地
　
日
下
部
　
平
成
二
八
年
六
月

二
先
（
農
道
同
士
の
十
字
路
交
差
点

二
〇
日

・
東
進
車
両
）

告
示
第
七
一
号

一
一
、
八
四
八
　
町
道
　

南
都
留
郡
富
士
河
口
湖
町
富
士
ヶ
嶺
　
富
士
吉
　
平
成
二
八
年
六
月

一
、
四
二
三
番
地
先
（
国
道
と
町
道

田

二
〇
日

と
の
丁
字
路
交
差
点
・
北
進
車
両
）

告
示
第
七
一
号

」

に
改
め
る
。

別
表
第
十
九
中

「

二
〇
九
　
国
道
一
　
南
都
留
郡
山
中
湖
村
山
中
一
一
〇
番
地
　
富
士
吉
　
平
成
二
七
年
三
月
一
二

三
八
号
　
一
先
（
山
中
湖
無
料
駐
車
場
湖
畔
側
歩
　
田
　
　
　
日

道
末
端
）
か
ら
南
都
留
郡
山
中
湖
村
山
　
　
　
　
　
告
示
第
二
六
号

中
二
一
二
番
地
五
先
（
国
道
一
三
八
号

山
中
湖
側
歩
道
末
端
）
ま
で
の
湖
畔
側

歩
道
（
七
八
五
メ
ー
ト
ル
）

」

を「

二
〇
九
　
国
道
一
　
南
都
留
郡
山
中
湖
村
山
中
一
一
〇
番
地
　
富
士
吉
　
平
成
二
八
年
六
月
二
〇

三
八
号
　
一
先
（
山
中
湖
無
料
駐
車
場
湖
畔
側
歩
　
田
　
　
　
日

道
末
端
）
か
ら
南
都
留
郡
山
中
湖
村
山
　
　
　
　
　
告
示
第
七
一
号

中
二
一
二
番
地
三
六
先
（
国
道
一
三
八

号
山
中
湖
側
歩
道
末
端
）
ま
で
の
湖
畔

側
歩
道
（
八
〇
〇
メ
ー
ト
ル
）

」

に
改
め
る
。

別
表
第
二
十
三
中

「

四
三
　
国
道
二
　
甲
斐
市
下
今
井
　
三
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
車
両
　
韮
崎
　
平
成
二
六
年
九

〇
号
　
　
二
、
九
六
〇
番
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
一
一
日

地
先
（
国
道
二
　
　

告
示
第
一
〇
〇

〇
号
と
市
道
赤
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
号

坂
公
園
本
線
と

の
丁
字
路
交
差

点
）
か
ら
南
東

山
梨
県
公
報

第
二
千
六
百
十
四
号
　
　
平
成
二
十
八
年
六
月
二
十
日

五
九
六



へ
一
〇
〇
メ
ー

ト
ル
の
間

」

を「

四
三
　
国
道
二
　
甲
斐
市
下
今
井
　
三
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
車
両
　
韮
崎
　
平
成
二
六
年
九

〇
号
　
　
二
、
九
六
〇
番
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
一
一
日

地
先
（
国
道
二
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

告
示
第
一
〇
〇

〇
号
と
市
道
赤
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
号

坂
公
園
本
線
と

の
丁
字
路
交
差

点
）
か
ら
南
東

へ
一
〇
〇
メ
ー

ト
ル
の
間

四
四
　
市
道
　
　
甲
府
市
里
吉
四
　
二
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
車
両
　
南
甲
　
平
成
二
八
年
六

丁
目
五
番
二
〇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
府
　
　
月
二
〇
日

号
先
（
里
吉
団
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

告
示
第
七
一
号

地
南
交
差
点
）

か
ら
甲
府
市
砂

田
町
五
番
六
号

先
（
砂
田
橋
南

交
差
点
）
ま
で

の
上
下
線
六
九

〇
メ
ー
ト
ル
の

間

」

に
改
め
る
。

そ
　
の
　
他

審
理
の
開
始

土
地
収
用
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
十
九
号
）
第
四
十
六
条
の
規
定
に
よ
る
審
理
を
次
の
と

お
り
開
始
す
る
。

平
成
二
十
八
年
六
月
二
十
日

山
●
梨
●
県
●
収
●
用
●
委
●
員
●
会
●
●

一
　
起
業
者
名
称
及
び
住
所

中
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社

愛
知
県
名
古
屋
市
中
区
錦
二
丁
目
十
八
番
十
九
号

二
　
収
用
事
件
名

高
速
自
動
車
国
道
中
部
横
断
自
動
車
道
新
設
工
事
（
新
清
水
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
か
ら
富
沢
イ
ン
タ

ー
チ
ェ
ン
ジ
（
仮
称
）
ま
で
）
及
び
こ
れ
に
伴
う
農
業
用
道
路
付
替
工
事

三
　
審
理
の
期
日

平
成
二
十
八
年
七
月
七
日
（
木
）

午
前
十
一
時
か
ら

四
　
審
理
の
場
所
　
甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目
六
番
一
号
　
山
梨
県
防
災
新
館
二
〇
一
会
議
室

山
梨
県
公
報

第
二
千
六
百
十
四
号
　
　
平
成
二
十
八
年
六
月
二
十
日

五
九
七



発
行
者
　
　
山
　
梨
　
県
　
　
甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目
六
番
一
号
　
　
　
　
　
印
刷
所
　
㈱
サ
ン
ニ
チ
印
刷
　
甲
府
市
北
口
二
丁
目
六
番

山
梨
県
公
報

第
二
千
六
百
十
四
号
　
　
平
成
二
十
八
年
六
月
二
十
日

五
九
八


